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（４）登栄会商店街のまちの将来像 

検討会にて、ワークショップやアンケート調査を実施しながら、まちの将来像を検

討しました。 

 

１）登栄会商店街の「まちの将来像」の検討 

検討会にて、商店街をどのようなまちにしていきたいか、『商店街の将来像（ある

べき姿）』について、ワークショップを実施した結果、「活気と賑わいがある商店

街」、「ここに住みたいと思われる商店街」、「テナントが出店しやすい商店街」、

「地元に愛される商店街」など、多様な意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜「登栄会商店街のあるべき姿」に対する意見（ワークショップ結果）＞ 

＜ワークシート（A 班）＞ ＜ワークシート（B 班）＞ 
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『ここに来たい、住みたいと思える街』 
～地域の人に愛され、誇れる、魅力ある商店街～ 

検討会のワークショップで出された意見を踏まえ、登栄会商店街を利用する住民、来

街者、事業者の３つの視点から、まちの将来像として、「安心・安全に過ごせる商店

街」、「来たくなる、楽しみがある商店街」、「活気・賑わいのある商店街」を定め、

それらを包括する商店街のまちの将来像として、『ここに来たい、住みたいと思える街

～地域の人に愛され、誇れる、魅力ある商店街～』を設定しました。 

 

＜登栄会商店街のまちの将来像＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「安心・安全に過ごせ
る商店街」 

「来たくなる、楽しみ
がある商店街」 

「活気・賑わいのある
商店街」 

【視点 1】 

住民（住む人） 

【視点２】 

来街者（来る人） 

【視点３】 

事業者（働く人） 

…子育て世代や高齢者の人口

が増加していることから、

「交流ができる安心・安全

に過ごせる商店街」を目指

します。 

◆誰もが利用しやすい（バリ

アフリー） 

◆のんびり過ごせる（休憩・

交流できる） 

◆夜間も明るく、安心できる 

など 

 

…イベント需要や飲食需要等

が高まっていることから、

定期的なイベントの開催や

キッチンカーなど「多様な

利用ができる、来たくな

る、楽しみがある商店街」

を目指します。 

◆定期的にイベントが開催さ

れている 

◆色々なお店で買い物できる 

◆魅力的なまち並み・景観 

など 

…テナントが出店しやすく、

個性あるテナントが集う

「オリジナリティにあふ

れ、活気・賑わいのある商

店街」を目指します。 

◆テナントが出店（誘致）し

やすい 

◆個性的なテナントが集まる 

◆多くの利用者があり、賑わ

う（儲かる） など 
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（５）登栄会商店街のまちづくりの方針 

１）登栄会商店街の「まちづくりの方針」の検討 

検討会にて、ワークショップやアンケート調査を実施し、「登栄会商店街の望まし

い道路形態（一方通行化、無電柱化等）」や「商店街の空間の使い方やルール」につ

いて検討しました。 

 

①登栄会商店街の望ましい道路形態の検討 

ア 道路形態の検討 

検討会にて、「登栄会商店街の道路形態の在り方」について、アンケート調査を実

施したところ、居心地が良く、歩きやすいウォーカブルな空間を目指すことについて

「良い（とても良い・まあ良いの合計）」との回答が 96.2％を占めました。 

また、望ましい道路形態について、「一方通行が望ましい」が 61.5％を占めた一方

で、「相互通行が望ましい」も 19.2％に及びました。 

「一方通行とした場合の効果と課題」については、ワークショップを実施した結

果、一方通行の効果として、「安心安全に歩けることで通行者が増える」や「車がス

ピードを出しづらくなり事故が減る」、「無電柱化により景観が良くなる」、「登栄

会の特徴となる通りができる」などの意見が出されたほか、一方通行の課題として、

「周辺住宅地に車両が流入してしまう」や「駐車や荷捌きスペースがなくなってしま

う」、「自転車利用の駐輪が増える」などの意見が出されました。 

そうしたなか、無電柱化については「無電柱化が望ましい」とする回答が 84.6％と

大半を占めたことから、無電柱化が可能となる一方通行化を図ることを前提に検討を

進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『ウォーカブルな空間』 
を目指すことについて」 「道路形態について」 「無電柱化について」 

無電柱化が望ましい, 

22人（84.6%）

どちらとも言えない, 

4人（15.4%）

一方通行が望ましい, 

16 人（61.5％）

相互通行が望ましい, 

5人（19.2%）

どちらとも言えない, 

5人（19.2%）

とても良い, 

15 人（57.7%）

まあ良い, 

10 人（38.5%）

あまり良くない,

1 人（3.8%）

＜登栄会商店街の道路形態の在り方（アンケート調査結果）＞ 

＜ワークシート（A 班）＞ ＜ワークシート（B 班）＞ 
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イ 一方通行の向きの検討 

「一方通行の向き」について、向ヶ丘遊園駅への送迎など、登栄会商店街を通過す

る自動車等の通行量を極力減らすため、一方通行の向きを向ヶ丘遊園駅前広場から多

摩区役所方向とすることを検討会で確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜「一方通行化」に対する意見（ワークショップ結果）＞ 

出典：第 4 回全体会資料 
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ウ 商店街の使い方の検討 

検討会にて、登栄会商店街のまちの将来像の実現に向けた「公共空間」や「民地空

間」の望ましい使い方等について意見交換を行ったところ、公共空間では「ベンチな

どの休憩スペースの設置」や「車両通行止め・歩行者天国化によるイベントの開

催」、民地空間では「壁面後退（セットバック）スペースでのテラス席の設置」や

「緑化や花壇の設置」などの意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

  

出典：第 3 回 WG 資料 
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２）登栄会商店街の“公共空間”のまちづくりの方針 

①良質な歩行空間の創出 

≪まちづくりの方針≫ 

 歩きやすい空間を創出するため、自動車の一方通行化により歩行空間を確保します。 

 高齢者、障害者や子育て世代など、誰もが歩きやすい商店街とするため、バリアフリーに配慮し、

歩行空間に段差を設けないようにします。 

 美しいまちなみの形成や災害時の安全性向上のため、電線類を地下に埋設する無電柱化を行います。 

 自動車の走行速度を低下させ、歩行者の安全性向上等を図るため、車道のスラローム化（ゆるやか

な曲線）を検討します。 

 必要に応じて、商店街の賑わいづくりに寄与する地上機器※のラッピング等を検討します。 

※地上機器：無電柱化に伴い、道路に設置されるボックス型の設備 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②憩い・休憩スペース 

≪まちづくりの方針≫ 

 多くの来街者が来てゆっくり買い物を楽しめるよう、誰でも気軽に利用できる憩い・休憩スペース

を創出します。 

 憩い・休憩スペースの具体的な運用方法については、椅子、ベンチ、植栽ポット等の設置を想定し

商店街等※による運用（維持管理）とします。 

 また、設置物については、転倒等を防ぐため、強風時や悪天候時は設置しない等の安全対策に配慮

します。 

 なお、植栽ポットの維持管理等を通じて、地域の交流促進や花と緑に溢れるまちなみ形成につなが

ることを目指します。 

※「商店街等」：方針の実現には、商店街だけではなく、地元町内会、地域団体などが連携して取り

組む必要があることから、「商店街等」としています。 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

・無電柱化 
・バリアフリーに配慮した

道路空間 

・一方通行 
・スラローム化 

椅子やテーブルの設置 

樹木と一体化した 
テーブル、椅子 植栽ポット（オリーブ） 

植栽ポットの設置 
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③舗装 

≪まちづくりの方針≫ 

 通りに特徴を持たせ、来たくなる商店街とするためレンガや石畳の風合いが感じられる舗装など、

景観に配慮した舗装の検討を進めます。 

 また、歩行者等の安全、安心に向け、歩行空間の色調を変えることなどを検討します。 

 さらに、バリアフリーに配慮し、車道と歩行空間に段差を設けないようにします。 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○道路は、耐久性や施工性、経済性等を踏まえ、通常、アスファルトで舗装されます。 

○一方、商店街などにおいて、本物の石畳や特注品のタイルなどのアスファルト以外の素材を用 

いた特徴的な舗装にしたい場合は、商店街が整備や維持管理などを負担したうえで実施します。 

○また、舗装は永久的なものではなく、補修などの一定の維持管理が必ず発生するため、特徴的

な舗装とする場合には、補修などの維持管理も含めて実施の是非を検討することが重要です。 

○なお、市内では商店街等が負担してアスファルト以外の素材を用いた舗装を行っている事例が

ありますが、適切な維持管理が困難となり、舗装面に段差が発生したり、継接
つぎはぎ

な舗装となって

しまう事例が散見されています。 

≪イメージ≫ 

 

コラム 

道路の舗装について 

・石畳風の舗装 
・色彩の違いによる歩者分離 石畳風の舗装 
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④車止め（ボラード） 

≪まちづくりの方針≫ 

 安全、安心な歩行空間を確保し、無秩序な停車を抑制するため、車止め（ボラード）の設置を検討し

ます。 

 なお、車止めは、円柱型で舗装の雰囲気等を踏まえた色彩を検討します。 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：株式会社サンポール 

 

 

⑤荷捌きスペース 

≪まちづくりの方針≫ 

 商店街は荷捌き車両等の停車が想定され、車両の通行に支障となることから、荷捌きスペースの実

現に向けて関係機関と調整します。 

 なお、具体的な荷捌きの運用方法については、商店街等による運用（維持管理）など、沿道店舗の

状況等を踏まえながら検討します。 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

円柱型（黒系）ボラード 

時間帯が決まっている
荷捌きスペース 

一方通行の道路 

円柱型（黒系）ボラード 
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⑥商店街灯 

≪まちづくりの方針≫ 

 魅力ある統一されたまちなみを形成し、安全、安心かつ活気ある商店街に向けて、商店街等で照明

（商店街灯）を設置します。 

 現在の商店街灯は平成２８年に改良を行っており、将来的な更新のタイミングで新たなデザインを

検討します。 

 将来的な商店街灯は、フラッグの掲出が可能で、例えばガス灯など、特徴的なまちなみを演出する

景観に配慮したデザインとします。 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：川崎市 HP 

 

 

⑦防犯カメラ 

≪まちづくりの方針≫ 

 安心、安全な商店街に向けて、防犯カメラを商店街等で設置することを検討します。 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：一般社団法人グランフロント大阪 TMO 

 

 

  

夜の登栄会商店街 
まちなみを演出する

ガス灯 

フラッグと一体となった防犯カメラ 

 ○安心・安全のまちづくりのために、照明器具のほか、防犯カメラの設置も重要である。 

○現在、登栄会商店街としての防犯カメラは設置されておらず、町会や銀行などの防犯カ

メラの設置に留まっている。今後のまちづくりについて、防犯カメラの設置の検討は必

要である。 

＜「防犯カメラ」に対する意見（ワークショップ結果）＞ 
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３）登栄会商店街通りの“民地空間”のまちづくりの方針 

 

①建物の壁面後退（セットバック） 

≪まちづくりの方針≫ 

 歩行空間のゆとりやまちの賑わいを創出するために、建物の壁面後退（セットバック）を検討しま

す。 

 建物の壁面後退（セットバック）により生み出された空間には、オープンテラスやベンチ、テーブ

ル、植栽ポット等を設置し、居心地が良く歩きたくなる空間に向け、賑わい・交流スペースとして

活用することを検討します。 

 また、景観に配慮し、設置物の色や形については、商店街で統一感のあるものとなるよう努めます。 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪壁面後退のパターン≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：第 3 回 WG 資料 

≪植栽のパターン≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：第 3 回 WG 資料 

壁面後退による空間で 
オープンテラス 

キッチンカー 植栽ポット 
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≪憩いスペースのパターン≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：第 3 回 WG 資料 

 

②建物の外観（ファサード）  

≪まちづくりの方針≫ 

 通りからの視認性を高め、通りと一体となった開放的な環境の創出や活気と賑わいがある商店

街を演出するため、建物の低・中層部において、開口部（ガラス面）を設けた建物デザインと

することを目指します。 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

建物の低・中層部がガラス面 
通りに面した建物の 

低・中層部がガラス面 
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③広告・看板  

≪まちづくりの方針≫ 

 無秩序な広告物の氾濫を抑制することで、適切な情報伝達を行い、賑わいと調和のとれた商

店街とするために、店舗等の広告・看板は、過度な色彩を避け、大きさの統一を図るなど通

りの景観に配慮したデザインとすることを目指します。 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

出典：京のサイン 

 

 

④駐輪スペース  

≪まちづくりの方針≫ 

 路上駐輪は歩行者等の通行に支障となることに加え、景観上の阻害となることから、民

地内に駐輪スペースを確保するよう努めるとともに、駅前駐輪場への適切な誘導を図り

ます。 

 また、子育て世代等が気軽に利用できる商店街に向けて、子乗せ自転車等の駐輪に対す

る配慮を検討します。 

 

⑤照明環境  

≪まちづくりの方針≫ 

 安心、安全な明るい商店街に向けて、店先において暖かみのある照明の設置を検討します。 

 イベント時には商店街で統一されたイルミネーション装飾を施すなど、商店街の賑わいの創出を図

ります。 

≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：中野レンガ坂商店街 HP 

 

広告物を表示できる高さや面積、 
意匠、形態、色彩等を制限 

通りに暖かみのある照明 イルミネーション装飾 
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４）登栄会商店街の整備・維持管理について 

「登栄会商店街のまちの将来像・まちづくりの方針」の内容を踏まえ、登栄会商店街

通りの「公共空間」や「民地空間」の維持管理や使い方のルール等について、意見交換

を行いました。 

商店街の「公共空間」や「民地空間」の維持管理や使い方のルール等については、今

後も継続的な議論を行い、具体的な検討を進めることとしました。 

なお、本方針は、次ページの役割分担を想定し、作成しました。 

＜空間の使い方やルールの検討＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：第 6 回 WG 資料 
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＜登栄会商店街の整備・維持管理の役割分担想定表＞※ 

整備内容 

整備 維持管理 

備考 

市 商店街等 市 商店街等 

公共 

空間 

舗装 〇  〇   

車止め（ボラード） 〇  〇   

商店街灯  〇  〇 補助制度あり 

良好な歩行空間の創出 〇  〇  

無電柱化に係る施

設の維持管理は東

電等を想定 

憩い・休憩スペース 

（ベンチ・植栽ポット等） 
 〇  〇  

荷捌きスペース 〇   〇  

防犯カメラ  〇  〇 補助制度あり 

民地 

空間 

建物の壁面後退 

（セットバック） 
 〇  〇  

建物の外観 

（ファサード） 
 〇  〇  

広告・看板  〇  〇  

駐輪スペース  〇  〇  

照明環境  〇  〇  

 

※今後関係者との協議等に伴い、変更となる場合があります。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■登栄会商店街のまちの将来像 

■登栄会商店街通りのまちづくりの方針 

■商店街灯 
●更新のタイミングに合わせて、まちなみを演出するガ

ス灯のような照明を商店街等で整備することを検討 

●フラッグの掲出が可能で、例えばガス灯など、特徴的

なまちなみを演出する景観に配慮したデザインとする 

■防犯カメラ 
●防犯カメラを商店街等で設置することを検討 

■憩い・休憩スペース 
●歩行空間を確保した場所での

「憩い・休憩スペース」を商店

街等で設置・運営（移動式のベ

ンチ、植栽ポット等の設置） 

■建物の外観（ファサード） 
●建物の低層部・中層部に開口部（ガラス面）を配置し

た建物デザインとする 

●通りからの視認性が高く、通りと一体となった開放的

な商店街環境を演出 

■広告・看板 
●通りの景観への配慮 

■照明環境 
●店先での暖かみのある照明環境づくり 

「安心・安全に過ごせる商店街」 
子育て世代や高齢者の人口が増加していることから、

「安心・安全に過ごせる商店街」を目指します。 

 ◆誰もが利用しやすい 

（バリアフリー） 

 ◆のんびり過ごせる 

（休憩・交流できる） 

◆夜間も明るく、安心できる など 

的なイベントの開催やキッチンカーなど「多様な利用ができ

る、来たくなる、楽しみがある商店街」を目指します。

 

 

『ここに来たい、 
  住みたいと思える街』  
～地域の人に愛され、誇れる、 
             魅力ある商店街～ 

【視点１】住民（住む人） 【視点２】来街者（来る人）

 

 

民地空間の整備 

公共空間の整備 

※記載内容はイメージであり、今後関係者との協議等に伴い、変更となる場合があります。
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３．まちづくり方針の実現に向けて                    

 

まちづくり方針の実現に向けては、“官民連携”や“エリアマネジメント”の視点が

必要不可欠であり、登栄会商店街における「憩い・休憩スペースの設置」や「車寄せ・

停車スペースの利活用（運用）」、「建物セットバック／ファサードの工夫」等にあた

っては、商店街だけでなく、地域住民等が連携・協力して検討を進めていく必要があり

ます。 

登栄会商店街の具体的な整備・維持管理方針については、本検討会や登栄会商店街の

メンバーを中心に、今後新たに出店するテナントや地域の方等と一緒に、時間をかけて

検討を続けていきます。 

 

 

（１）まちづくりの推進方法 

１）まちづくりを進める組織（推進体制）づくり 

まちづくり方針を実現していくためには、当地区のまちづくりを進める組織が必要に

なります。 

また、『まち』は多様な人々や団体等による活動によって成り立っており、まちづく

り活動も多面的で複合的な取組が必要です。 

このため、まちづくりなどの様々な活動に関わる団体等と連携していくことが重要と

考えます。 

 

①商店街等が主体となったまちづくりの推進体制の構築 

〇取りまとめたまちづくり方針を実現化するためには、「検討会」の継続開催なども

含め、商店街等が主体となった持続可能な推進体制を構築する必要があります。 

〇また、まちづくり方針の検討経過を踏まえつつ、実現化を考慮した新たな推進体制

を構築し、スモールスタートで、できる取組から実現していきます。 

 

②地域関連団体等との連携 

〇まちづくり方針の実現化には、地域に関わる団体や行政等の関連団体との連携が重

要となることから、関連団体との連携も考慮した上で新たな推進体制を構築しま

す。（連携が必要となる関連団体：登栄会商店街､地元町内会､市民団体､大学、行政

（登戸区画整理事務所､多摩区役所等） 

 

 

  



32 

 

各種補助制度の活用 

まちづくり方針を具体化するために用いることが想定される制度等の一部を紹介します。 

 

① 地区まちづくり育成条例（川崎市まちづくり局計画部景観・地区まちづくり支援担当） 

〇地区計画のような法律や条例に基づいたルールは策定されると非常に大きな効果を

得ることができますが、その反面、土地利用や建築行為に関して厳しい制限がかか

るため、住民のみなさんの合意形成に多くの時間を費やします。 

〇そこで、厳しい制限のもとに行うルールづくりではなく、地域の実情に応じて、み

なさんで 納得できる部分をルール化し、自分たちで運用していくような緩やかなま

ちづくりを進めるための制度です。 

 

②トータルプラン作成支援事業（㈱全国商店街支援センター（窓口：産業振興部商業振興課）） 

〇地域に支持される魅力的な商店街をつくるには、「商店街」という単位だけではな

く、そこにある店舗はもちろん、それを支える地域コミュニティ、中小企業支援機

関や行政、協力会社などが連携し合い、元気で魅力的なまちにするという視点が必

要です。 

〇そのために、商店街における 3 つの不足「人材の不足」、「情報・ノウハウ・知識

の不足」、「外部との連携の不足」の課題を解決し、商店街の自発的な活性化を全

力でサポートするための人材・計画づくりを支援する制度です。 

 

③景観アドバイザー制度（川崎市まちづくり局計画部景観・地区まちづくり支援担当） 

〇建築物の建築、工作物の建設及び屋外広告物の表示等について良好なデザインの誘

導を行うため、専門家（景観アドバイザー）による技術的な助言を行う制度です。 

〇平成 30 年に改定した「川崎市景観計画」を踏まえ、建築物の建築、工作物の建設

及び屋外広告物の表示等について良好なデザインの誘導を行うため、専門家（景観

アドバイザー）による技術的な助言を行う制度です。 

〇景観法に基づく届出のうち一定規模以上の建築物の建築等については、景観アドバ

イザー制度を活用し、届出に先立つ事前協議において景観アドバイザーから助言を

得る「景観アドバイザー会議」を行います。 

〇また、事前協議対象外となる建築物の建築等、地区内の関係住民で組織する景観形

成協議会の取組等に関しても活用できる制度となっています。 

 

 

コラム 


